












（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能力の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・写真など与えられた視覚的情

報をもとに，状況や場面，事物

を描写説明した単文を聞き分

けることができる。 
※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 
 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part A 聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞

き取ることができるようにする。 

・事前予測ができる情報がない

中で，不意の質問に対する適

当な応答を素早く判断し処理

することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 



 

 

・事前に与えられる視覚情報と

音声情報から，その場で求め

られている課題（タスク）を解

決することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part C 

聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話の展開や話し手の意図を把握することができるように

する。 

・一定以上の長さの英文を聞き，

事前に与えられる英語の質問

に答えるため必要な情報を選

択，適切な判断をすることが

できる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞



 

 

き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにす

る。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話の展開や話し手の意図を把握することができるように

する。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることができるよ

うにする。 

 
測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・短文の文脈を理解するととも

に，語彙選択上最も適切な表

現を正確に判断することがで

きる。 
※義務教育段階の学習内容の定

【設問数】14 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の



 

 

着度合いも測定 意図を把握することができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概

要を捉えることができるようにする。 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で全体の概要を理

解することができる。 

【設問数】6 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B-1（概要

把握） 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で必要な情報を引

き出すことができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B-2（情報

検索） 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の

意図を把握することができるようにする。 



 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展

開や書き手の意図を把握することができるようにする。 

・多めの英文について，趣旨に関

する内容や詳細部分の要点を

理解し，必要な情報を読み取

ることができる。 

【設問数】15 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の

意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2）読むこと 



 

 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展

開や書き手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 
測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・英文を読み上げる形式の出題

で，状況や英文を理解した上

で，正確な発音で音読するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

 

・図示された情報を読み取り，そ

れに関する質問を聞き取った

上で，適切に応答することが

できる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】4 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（3）話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることが

できるようにする。 



 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（3）話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（1） 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを話して伝え合ったり，やり取りを通して

必要な情報を得たりすることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（1） 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，立場や状況が

異なる相手と交渉したりすることができるようにする。 

 

 



 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（3）話すこと［やり取り］ 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合

うことができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（3）話すこと［やり取り］ 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりす

ることができるようにする。 

・日常的な出来事について，話の

流れを踏まえて相手に伝わる

ように状況を説明することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
サンプル問題 話す

こと Part C 話 
す 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることがで

きるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（4）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報



 

 

や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えること

ができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して話して伝え

ることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（2）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して

伝えることができるようにする。 

・身近で社会的なテーマに対し

て，自分の意見とその意見を

サポートする理由を言うこと

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4）話すこと［発表］ 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して話して伝えることができるようにする。 

 



 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（4）話すこと［発表］ 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性

に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，スピーチやプレ

ゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを

論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるように

する。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（2）話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，スピーチやプレ

ゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論



 

 

理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるよ

うにする。 

 
測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・与えられた E メールで問われ

る内容について，限られた時

間の中で適切な回答を表現す

ることができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 

書 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5）書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5）書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（5）書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報



 

 

や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文章を書い

て伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や

主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報



 

 

や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して複数の段落か

ら成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主

張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5）書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くこ

とができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5）書くこと 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができ

るようにする。 

 

 



 

 

・与えられた話題について，限ら

れた時間の中で自分の意見を

説得力を持って表現すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 
サンプル問題 書く 
こと Part B 

書 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5）書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（5）書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性

に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えること

ができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や

主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 



 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主

張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

測定しようとする資質・能力の
具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・写真など与えられた視覚的情

報をもとに，状況や場面，事物

を描写説明した単文を聞き分

けることができる。 
※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 
 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part A 聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞

き取ることができるようにする。 

・事前予測ができる情報がない

中で，不意の質問に対する適

当な応答を素早く判断し処理

することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 



 

 
 

・事前に与えられる視覚情報と

音声情報から，その場で求め

られている課題（タスク）を解

決することができる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題 聞く

こと Part C 

聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話の展開や話し手の意図を把握することができるように

する。 

・一定以上の長さの英文を聞き，

事前に与えられる英語の質問

に答えるため必要な情報を選

択，適切な判断をすることが

できる。 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞



 

 
 

き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにす

る。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，話の展開や話し手の意図を把握することができるように

する。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞

き取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることができるよ

うにする。 

 
測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・短文の文脈を理解するととも

に，語彙選択上最も適切な表

現を正確に判断することがで

きる。 

【設問数】14 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 



 

 
 

※義務教育段階の学習内容の定

着度合いも測定 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の

意図を把握することができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概

要を捉えることができるようにする。 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で全体の概要を理

解することができる。 

【設問数】6 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B（概要把

握） 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。 

・与えられた英文の題材につい

て，短時間で必要な情報を引

き出すことができる。 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 読む

こと Part B（情報検

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 



 

 
 

索） ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の

意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展

開や書き手の意図を把握することができるようにする。 

・多めの英文について，趣旨に関

する内容や詳細部分の要点を

理解し，必要な情報を読み取

ることができる。 

【設問数】15 問 
【出題形式】選択式 

読 
む 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の

意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 



 

 
 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展

開や書き手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおい

て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要

点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 
 
測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・英文を読み上げる形式の出題

で，状況や英文を理解した上

で，正確な発音で音読するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

 

・図示された情報を読み取り，そ

れに関する質問を聞き取った

上で，適切に応答することが

できる。 
※義務教育段階の学習内容の 

【設問数】4 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 

話 
す 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 



 

 
 

定着度合いも測定  ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることが

できるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（1） 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを話して伝え合ったり，やり取りを通して

必要な情報を得たりすることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（1） 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報



 

 
 

や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，立場や状況が

異なる相手と交渉したりすることができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合

うことができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりす

ることができるようにする。 

・日常的な出来事について，話の

流れを踏まえて相手に伝わる

ように状況を説明することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
サンプル問題 話す

こと Part C 

話 
す 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることがで

きるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 



 

 
 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えること

ができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して話して伝え

ることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して

伝えることができるようにする。 

・身近で社会的なテーマに対し

て，自分の意見とその意見を

サポートする理由を言うこと

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 

※スピーキングの試

験 
 

話 
す 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基



 

 
 

に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して話して伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性

に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，スピーチやプレ

ゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを

論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるように

する。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，スピーチやプレ



 

 
 

ゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論

理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるよ

うにする。 

 
測定しようとする資質・能力の

具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・与えられた E メールで問われ

る内容について，限られた時

間の中で適切な回答を表現す

ることができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 

書 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（6） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

 

 



 

 
 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文章を書い

て伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や

主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

 



 

 
 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して複数の段落か

ら成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主

張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くこ

とができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 



 

 
 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができ

るようにする。 

・与えられた話題について，限ら

れた時間の中で自分の意見を

説得力を持って表現すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 
サンプル問題 書く 
こと Part B 

書 
く 
こ 
と 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理

性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにお

いて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基

に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性

に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えること

ができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2） 書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用いて，意見や



 

 
 

主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだ

りしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主

張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・イラストなど与えられた視覚

的情報をもとに，状況や場

面，事物を描写説明した単文

を聞き分けることができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 
 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題「聞くこ

と」Part A 聞 
く 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き

取ることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情

報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き

取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

・事前予測ができる情報がない

中で，不意の質問に対する適

当な応答を素早く判断し処

理することができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 
 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き

取ることができるようにする。 

 

 



 

 
 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情

報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き

取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

・事前に与えられる視覚情報と

音声情報から，その場で求め

られている課題（タスク）を

解決することができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
サンプル問題「聞くこ

と」Part C 

聞 
く 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き

取ることができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉える

ことができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情

報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き

取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

 



 

 
 

・一定以上の長さの英文を聞

き，事前に与えられる英語の

質問に答えるため必要な情

報を選択，適切な判断をする

ことができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 

※リスニングの試験 
 

聞 
く 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き

取ることができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉える

ことができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を

捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情

報量などにおいて，多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き

取り，話し手の意図を把握することができるようにする。 

 

 



 

 
 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情

報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取

り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・短文の文脈を理解するとと

もに，語彙選択上最も適切

な表現を正確に判断するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】10 問 
【出題形式】選択式 
 

読 
む 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要

を捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握することができるようにする。 

・与えられた英文の題材につ

いて，短時間で必要な情報

を引き出すことができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 
サンプル問題 「読むこ

と」Part B-1（情報検索） 

読 
む 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な



 

 
 

情報を読み取ることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握することができるようにする。 

・与えられた英文の題材につ

いて，短時間で全体の概要

を理解することができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 
サンプル問題 「読むこ

と」Part B-2（概要把握） 

読 
む 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要

を捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目

的に応じて捉えることができるようにする。 



 

 
 

・多めの英文について，趣旨

に関する内容や詳細部分の

要点を理解し，必要な情報

を読み取ることができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】8 問 
【出題形式】選択式 
 

読 
む 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要

を捉えることができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ウ 社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点

を捉えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目

的に応じて捉えることができるようにする。 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能力
の具体的内容 

設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・英文を読み上げる形式の出題

で，状況や英文を理解した上

で，正確な発音で音読するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】2 問 
【出題形式】録音式 
 
※スピーキングの試験 

話 
す 
こ 
と 

 

・図示された情報を読み取り，

それに関する質問を聞き取

った上で，適切に応答するこ

とができる。 
※義務教育段階の学習内容の 
定着度合いも測定 

【設問数】4 問 
【出題形式】録音式 
 
※スピーキングの試験 

話 
す 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合う

ことができるようにする。 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりする

ことができるようにする。 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（3） 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおい

て，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や

考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることができる

ようにする。 



 

 
 

・日常的な出来事について，話

の流れを踏まえて相手に伝

わるように状況を説明する

ことができる。 
※義務教育段階の学習内容の

定着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】録音式 
 
※スピーキングの試験 
 
サンプル問題 「話す

こと」Part C 

話 
す 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すこと

ができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができる

ようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおい

て，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や

考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができるよ

うにする。 

・身近で社会的なテーマに対し

て，自分の意見とその意見を

サポートする理由を言うこ

とができる。 

※義務教育段階の学習内容の 

定着度合いも測定 

【設問数】1問 

【出題形式】録音式 

 

※スピーキングの試験 

話 
す 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すこと

ができるようにする。 

 



 

 
 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができる

ようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおい

て，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して話して伝えることができるようにする。 

 

測定しようとする資質・能力の
具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた E メールで問われ

る内容について，限られた時

間の中で適切な回答を表現す

ることができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

書 
く 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くこと

ができるようにする。 

 

 

 



 

 
 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるよ

うにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおい

て，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や

考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることがで

きるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおい

て，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

 

 

 



 

 
 

・与えられた話題について，限ら

れた時間の中で自分の意見を

説得力を持って表現すること

ができる。 
※義務教育段階の学習内容の定 

着度合いも測定 

【設問数】1 問 
【出題形式】記述式 
 
サンプル問題「書く

こと」Part B 

書 
く 
こ 
と 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くこと

ができるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるよ

うにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおい

て，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part A 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

写真など与えられた視覚的情報をもとに，状況や場面，事物を描写説明した単文を聞き分け

る力を測定する問題です。キーワードを聞き取れるか，基本的なリスニング力が試されます。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 〇  
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 〇    
          

サンプル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが

できるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができる

ようにする。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

事前に与えられる視覚情報と音声情報から，その場で求められている課題（タスク）を解決

する力を測定する問題です。場面設定が「ホームステイ中」「海外から来た留学生とのやりと

り」などに設定されています。英語で指示を与えられて行動するという実際の英語でのやり

とりに近い感覚を体感できます。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q23  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q23 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q23 〇    
            

サンプル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 D 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが

できるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握す

ることができるようにする。 

 
 
 
  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-1 概要把握 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で全体の概要を理解する力を測定する問題です。英

語の新聞や雑誌の記事を模した英文を題材にしています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  〇   
         

サンプル

問題  

  

解答例 C 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるよ

うにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることがで

きるようにする。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-2 情報検索 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で必要な情報を引き出す力を測定する問題です。英

語の広告や案内などを模した題材としています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q27  〇 
Q28  〇 

         

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q27 〇   
Q28 〇   

         

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q27  〇   
Q28  〇   

       

サンプル

問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答例 B, B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2）読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把握することができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「話すこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

日常的な出来事について，話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定

する問題です。日常生活や学校，留学場面などの設定による出題となっています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
         

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
（録音式） 

       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

   〇  
          

サンプル

問題 

Part C は４コマイラストの問題です。これから画面に表示される１コマめから４コマめのす

べてのイラストについて、ストーリーを英語で話してください。はじめに準備時間が３０秒

あります。解答時間は１分です。この Part には例題はありません。録音開始の音が鳴って

から解答を始めてください。 
 
あなたは、先日ある少年が経験したことを、留学生の友だちに話すことになりました。相手

に伝わるように英語で話してください。（準備時間３０秒／解答時間１分） 

 
 

解答例 The other day a boy got up late in the morning. He didn’t want to be late for school, so 
he rushed to the station. Luckily, he made it to the train on time. He was very relieved. 
However, when he got off the train, he realized that he forgot his bag on the train. So, 
he asked the station staff about it. 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し

て話して伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（4）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を

活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して

詳しく話して伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展

開を工夫して話して伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（2）話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を

活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Advanced タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「書くこと」Part B 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた話題について，限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を測

定する問題です。社会との接点を通して，個人の経験や他の事例をもとに自分の意見と理由

を述べることに適した題材を出題します。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
     

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    〇 
      

サンプル

問題 

 

 

 

解答例 

 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5）書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や

考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（5）書くこと 



イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を

活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考

え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，

多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句

や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3）書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，

一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や

文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part A 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

イラストなど与えられた視覚的情報をもとに，状況や場面，事物を描写説明した単文を聞き

分ける力を測定する問題です。キーワードを聞き取れるか，基本的なリスニング力が試され

ます。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 〇  
     

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
      

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 〇    
       

サンプル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 B 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア  日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが

できるようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができる

ようにする。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

事前に与えられる視覚情報と音声情報から，その場で求められている課題（タスク）を解決

する力を測定する問題です。場面設定が「ホームステイ中」「海外から来た留学生とのやりと

り」などに設定されています。英語で指示を与えられて行動するという実際の英語でのやり

とりに近い感覚を体感できます。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q27  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q27 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q27 〇    
       

サンプル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 A 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア  日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが

できるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握す

ることができるようにする。 

 
 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B 概要把握 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で全体の概要を理解する力を測定する問題です。英

語の新聞や雑誌の記事を模した英文を題材にしています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  〇   
       

サンプル

問題  

 

解答例 A 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ  社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるよ

うにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることがで

きるようにする。 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B 情報検索 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で必要な情報を引き出す力を測定する問題です。英

語の広告や案内などを模した題材としています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q17  〇 
Q18  〇 

       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q17 〇   
Q18 〇   

             

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q17  〇   
Q18  〇   

         

サンプル

問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答例 A, A 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア  日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握することができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把握することができ

るようにする。 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「話すこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

日常的な出来事について，話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定

する問題です。日常生活や学校，留学場面などの設定による出題となっています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
（録音式） 

        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

   〇  
         

サンプル

問題 

Part C は４コマイラストの問題です。これから画面に表示される１コマめから４コマめのす

べてのイラストについて、ストーリーを英語で話してください。はじめに準備時間が３０秒

あります。解答時間は１分です。この Part には例題はありません。録音開始の音が鳴って

から解答を始めてください。 
 
あなたは、先日ある少年が経験したことを、留学生の友だちに話すことになりました。相手

に伝わるように英語で話してください。（準備時間３０秒／解答時間１分） 

 
解答例 The other day a boy got up late in the morning. He didn’t want to be late for school, so 

he rushed to the station. Luckily, he made it to the train on time. He was very relieved. 
However, when he got off the train, he realized that he forgot his bag on the train. So, 
he asked the station staff about it.  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し

て話して伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を

活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して

詳しく話して伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展

開を工夫して話して伝えることができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（2） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を

活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。 

 
  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Basic タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：「書くこと」Part B 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた話題について，限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を測

定する問題です。社会との接点を通して，個人の経験や他の事例をもとに自分の意見と理由

を述べることに適した題材を出題します。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    〇 
        

サンプル

問題 

 

 

解答例 

 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や

考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
１ 目 標 

（5） 書くこと 



イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を

活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考

え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅰ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，

多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句

や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えるこ

とができるようにする。 

 

論理・表現Ⅱ 
１ 目 標 

（3） 書くこと 

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，

一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や

文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章

で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part A 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

イラストなど与えられた視覚的情報をもとに，状況や場面，事物を描写説明した単文を聞き

分ける力を測定する問題です。キーワードを聞き取れるか，基本的なリスニング力が試され

ます。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

 〇  
        

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

 〇    
        

サンプル

問題  

 

［スクリプト］ 

 

解答例 C 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができる

ようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが

できるようにする。 
 
  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「聞くこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

事前に与えられる視覚情報と音声情報から，その場で求められている課題（タスク）を解決

する力を測定する問題です。場面設定が「ホームステイ中」「海外から来た留学生とのやりと

り」などに設定されています。英語で指示を与えられて行動するという実際の英語でのやり

とりに近い感覚を体感できます。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q21  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q21 〇   
       

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q21 〇    
          

サンプル

問題 

 

 

［スクリプト］ 

 

解答例 C 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができる

ようにする。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることができるよう

にする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（1） 聞くこと 

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，

多くの支 援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが

できるようにする。 

 
  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-1 情報検索 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で必要な情報を引き出す力を測定する問題です。英

語の広告や案内などを模した題材としています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

Q17  〇 
Q18  〇 

      

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

Q17 〇   
Q18 〇   

 

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

Q17  〇   
Q18  〇   

             

サンプル

問題 

 

 

 

解答例 A，C 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取るこ

とができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握することができるようにする。 
 
  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「読むこと」Part B-2 概要把握 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた英文の題材について，短時間で全体の概要を理解する力を測定する問題です。英

語の新聞や雑誌の記事を模した英文を題材にしています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 

         

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

 〇   

        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

  〇   

          

サンプル

問題 

 

 

解答例 B 
  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉えることがで

きるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（2） 読むこと 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるよ

うにする。 

 
  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「話すこと」Part C 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

日常的な出来事について，話の流れを踏まえて相手に伝わるように状況を説明する力を測定

する問題です。日常生活や学校、留学場面などの設定による出題となっています。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
       

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
（録音式） 

        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

   〇  
        

サンプル

問題 

 

 

解答例 I was looking for my cat. / I found it in a tree. / I showed some food to the cat. / The cat 
came down from the tree. 

  



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにす

る。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を

用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 

（4） 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し

て話して伝えることができるようにする。 
 

 

  



事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：GTEC Core タイプ 

対象教科：英語 

測定内容の区分：基本タイプ 

サンプル問題番号：「書くこと」Part B 

出題科目 英語 

出題の 

ポイント 

与えられた話題について，限られた時間の中で自分の意見を説得力を持って表現する力を測

定する問題です。日常生活の中から，個人が経験したことをもとに自分の意見と理由を述べ

ることに適した題材を出題します。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

  〇 
        

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 

   〇 
        

主 と し て

問う技能 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

    〇 
          

サンプル

問題 

 

解答例 

 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにす

る。 

 

義務教育範囲 
１ 目 標 

（5） 書くこと 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を

用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

 

英語コミュニケーションⅠ 
１ 目 標 



（5） 書くこと 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を

活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や

考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。 
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